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１ 生育状況（７月 30日現在の葉色） 

  管内全体  草丈：長い、茎数：並み、葉数：並み、葉色：やや濃い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内数値は指標値比・差 

（JA・普及ｾﾝﾀｰ生育調査地点の平均、全体の調査地点は 18 地点） 

 

２ 今後の管理 

(1)コシヒカリの出穂期めやす 

管内生育状況を基にした出穂期予想（７月 30 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出穂期予想は今後の天候により前後する可能性がある 

 

南 魚 沼 水 稲 生 育 速 報 No.８ 

・出穂期が平坦地で前年より４～６日程度早まる 

・高標高地は前年より２日程度早まる 

・早めのカメムシ防除と収穫準備を！ 

田植日 (cm) （％） (本/㎡) （％） (葉) （差） （SPAD） （差）

5月10日頃 5/8 100 (118) 439 (119) 12.7 (-0.4) 35.0 (2.0)

5月15日頃 5/15 100 (118) 386 (104) 13.4 (0.3) 34.8 (1.8)

5月20日頃 5/19 99 (116) 379 (102) 13.0 (-0.1) 35.4 (2.4)

5月25日頃 5/24 89 (105) 328 (89) 12.8 (-0.3) 33.9 (0.9)

全 体 5/16 97 (114) 383 (104) 13.0 (-0.1) 34.8 (1.8)

85 ー 370 ー 13.1 ー 33.0 ー

(cm) （％） (本/㎡) （％） (葉) （差） （SPAD） （差）
新之助 5/21 80 (107) 477 (99) 13.2 (0.0) 33.0 (-1.0)

75 ー 480 ー 13.2 ー 34.0 ー

葉色

（参考）指標値

葉色田植日の
平均

草丈 茎数 葉数

（参考）指標値

移植日
草丈 茎数 葉数

5月10日 7月24日 7月30日 ６日早い

5月15日 7月30日 8月1日 ２日早い

5月20日 8月1日 8月4日 ３日早い

5月25日 8月2日 8月6日 ４日早い

5月30日 8月4日 8月8日 ４日早い

5月15日 8月1日 8月3日 ２日早い

5月20日 8月4日 8月6日 ２日早い

5月25日 8月6日 8月8日 ２日早い

5月30日 8月8日 8月10日 ２日早い

R７年
出穂期

出穂期
前年との比較

平坦地

地域 田植日
R８年

出穂期予想

高標高地
（400m程度）



 

(2)早めに斑点米カメムシ類の防除 
・出穂期が早いため、遅れずに適期防除に努める 
・県内の斑点米カメムシ類発生状況は、平年より多い 
・多発地域及び前年に斑点米被害が多かったほ場では、確実に防除する 
・薬剤ごとに散布適期が異なるため、散布前に確認する 

【防除時期のめやす】 
 

 

 

＊粒剤は、水深３cm 程度の浅水で散布。多雨が予想される日は散布を控える 

＊薬剤により、２回目の防除が必要な場合がある 

 

 

(3)早めに収穫準備を開始 

 ・全般的に出穂期が早いため、コシヒカリでは８月末に収穫が始まる見込み 

・収穫が早まっても良いように、余裕を持って準備を開始する 

 

 

(4)飽水管理の徹底 

・限られた用水を有効利用するために、水尻を止めた状態でかん水と自然減水を繰り 

返す飽水管理を出穂期後 25 日まで徹底する 

 
 
  
 

 
 
 

 
 

 

 

 

粒剤 出穂期ごろ 

粉剤・液剤 出穂期３日後（穂ぞろい期）～出穂期７日後 

問い合わせ先 作物担当  電話 ７７２－３３３７／FAX ７７２－２６１２ 

農作業中の事故防止や熱中症対策として、こまめな休憩と水分補給を行いましょう。 

理想的な飽水管理（模式図） 


